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Trinity Lutheran College×麗澤中学・高等学校 

オーストラリア海外提携校との国際交流プログラム実施 

2023年 6月 15日（木）～24日（土）麗澤中学・高等学校にて 

麗澤中学・高等学校（千葉県柏市/校長：櫻井 讓）は、オーストラリアから来日する Trinity Lutheran 

College（以下、TLC）の生徒をお迎えし、本校生徒と対面での国際交流プログラムを実施します。本校では、

「グローバル思考で国際社会に貢献できる本物の叡智」を兼ね備えたグローバル人材を育成するため、生徒自

らが地球規模のフィールドで物事を捉え、様々な問題・課題を見出し、周囲と協力しながら課題を解決してい

くスキルを身につけることのできる機会を多く提供しています。よりグローバルで実践的な学びの場を生徒に

提供するために、本校では海外への留学・語学研修制度を充実させています。 

 

 今回、本校の海外姉妹校である TLC から、6/15（木）～6/24（土）にかけて 21 名の生徒が来校し、期間中は

一部の日程を除いて、本校の生徒との国際交流が対面で実現できることになりました。本校生徒との国際交流

プログラムは、ホームステイや授業、部活動などが予定されており、これらのプログラムを通じて、コロナ禍

には実現することが困難だった対面ならではの国際交流を行うことが可能となります。特に、コロナ禍におい

て実現が難しかったホームステイでは、今回の実現を経て、ホームステイをする TLC生徒やホームステイを受け

入れる本校生徒・保護者の双方にとって、オーストラリアと日本の文化の再発見だけではなく、交流する生徒

同士の末永い友情が育まれるなど、単に語学の学びだけにはとどまらない貴重な機会となります。 

 

 国際交流のプログラムでは、英語や体育等をはじめとする授業でお互いに交流をはかって親睦を深めるとと

もに、本校生徒と一緒に書道やお茶体験などの時間も用意されており、オーストラリアからの来日で限られた

時間の中で TLCの生徒が日本文化をより深く体験し、学べるように工夫がなされています。 

 

 今回、TLC との国際交流プログラムの責任者である教務チーム国際担当の浦 聡（うら さとし）教諭は、

「今回、コロナ禍でなかなか実現できなかった対面での国際交流ができることに喜びを感じています。コロナ

禍にはテクノロジーが急速に発展し、海外とも気軽にオンラインで繋がることができるようになりました。一

方で、実際に会って心を通わす国際交流はできなくなり、対面ならではの交流の喜び、場の雰囲気、体験的な

学びの感覚を味わうことが難しくなっていました。今回、対面での国際交流が実現できることに感謝し、TLC の

生徒、本校の生徒ともに語学の学びを超えて、お互いの国の文化を深く学び、これからの予測不能な現代社会

で活用できるスキルを身につけてほしいです。」とコメントしています。 

  

 本校では、コロナ禍に蓄積した様々な技術と知識、コロナ禍以前より力を入れて取り組んでいる英語教育の

ノウハウを最大限に駆使して、今後も国際交流の機会を多く生徒に提供していくことで、生徒が自身のキャリ

アを考え、即戦力として求められるグローバル人材となれるように最大限のサポートをし続けてまいります。    

今回の国際交流の概要は下記をご確認ください。 

 

【Trinity Lutheran Collegeとの国際交流概要】 

■対象者：TLC生徒 合計 21名 

■日 程：2023年 6月 15日（木）～6月 24日（土） 

     ※本校生徒との交流は 17日（土）午後から 20日（火）まで 

■方 法：対面形式 

■場 所：麗澤中学・高等学校 校舎等、学園キャンパス内 

 
【麗澤中学・高等学校について】 

麗澤中学・高等学校は昭和 10年、 創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉県柏市光ヶ丘）に開塾し

たことから始まります。2015年には中高一貫コースの「叡智コース」を新設。グローバル社会の中で、冷静かつ客観的に物事の本質を見抜き、複

雑な諸問題を解決していく総合的な人間力である「叡智」を携えた真のリーダーを育成するため、開校以来、蓄積してきた研究成果と実績を活か

し、さらに麗澤らしい教育活動を展開していきます。 


